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▶ レジオネラ症の発生・拡大防止のため、患者利用施設の水や水回りのふきとり検体を採取して、レジ

オネラ属菌検査を行って感染源を特定しています。 
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レジオネラ属菌の検査結果 (令和6年度) 

 

▶ 人の健康を害する、または不快感を与える昆虫類等の種類を同定することによって、発生源、発生時期、

人に対する害などが分かり、効果的な対策を立てることにつながります。 

 

 

 

主な結果 ▶ 昆虫類1件（ハエ目）、その他の節足動物1件（クモ目）でした。 

 

▶ 家庭用品とは、衣料品や洗浄剤など私たちが日常生活で使用している生活用品のことをいいます。 

「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」に基づき検査を行っています。 

 

 主な結果 ▶ 市内販売店で購入した64検体について、延べ609項目の検査を実施しました。 

▶ 規制基準を超えた検体はありませんでした。 

主な結果 ▶ 令和6年度は、延べ44施設、221検体（水試料107、ふきとり試料114）のレジオネラ属菌

検査を行いました。 

▶ LAMP法で遺伝子が検出されたのは、延べ21施設、42検体（水試料26、ふきとり試料

16）で、培養法で菌が検出されたのは11施設、19検体（水試料13、ふきとり試料6）でした。 

▶ 昨年に続き、施設公開を開催します。 

普段見ることができない研究所の内部や仕事をご案内します。 

ミニセミナー、パネル展示、体験コーナーもあります。 

ぜひお越しください。 

▶ 横浜市衛生研究所では、所内で実施した試験検査などの

結果に解説を加えて、検査情報月報を発行しています。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kenko-iryo-fukushi/kenko-iryo/eiken/gaiyo/kengaku.html 
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